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　長野市立博物館では、令和６年７月13日から９月 23日まで、企画展「よみがえる！長野のゾウ

たち」を開催します。

　みなさんは「ゾウ」という生き物にどのようなイメージを持っているでしょうか？「巨大な体」「長

い鼻」「大きな耳」など、動物園で見たその姿形をぱっと思い浮かべられるかもしれません。また、

童謡や企業のアイコンなど、私たちの生活に広く馴染んでいる生き物と感じられているかもしれませ

ん。日本には現在野生のゾウはいませんし、ペットとして飼うこともできませんが、子どもからお年

寄りまで誰もが知っている生き物です。そんな私たちに親しまれているゾウが、なんと長野の地に暮

らしていた時代がありました。それは何万年も前の昔の話ですが、巨大なゾウたちが闊
かっぽ

歩していた当

時の長野は、いったいどのような場所だったのでしょうか。そしてそのゾウたちはなぜいなくなって

しまったのでしょうか。

　今回は長野にもいたゾウという生き物とゾウがいた時代の長野の自然環境についてご紹介します。

図 1　ミエゾウ下顎骨化石【長野県天然記念物】（長野市戸隠産出）

図 2　シンシュウゾウ頭蓋骨復元（長野市中条産出）
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 １　ゾウをよくみてみよう
皆さんはゾウという生き物をどのくらい

知っていますか。長野市でも茶臼山動物園
に行けばゾウに会うことができます。で
は、茶臼山動物園のゾウ「フー子」がどん
な種類のゾウか知っているでしょうか？長
い鼻や大きな耳はどのように使っていまし
たか？まずは、現在生きているゾウについ
て詳しく見ていきます。 

ゾウの種類
現在世界には３種類のゾウが生息してい

ます。アフリカ大陸には「サバンナゾウ 
Loxodonta africana」と「マルミミゾウ 
Loxodonta cyclotis」が、南アジアと東
南アジアの島々に「アジアゾウ Elephas 
maximus」が生息しています。茶臼山動
物園の「フー子」はメスのアジアゾウです。

同じゾウといっても、現在生きている
３種類のゾウはそれぞれ別の進化の道を
歩んできました。近年の遺伝子（DNA）
の解析によると、サバンナゾウとマル
ミミゾウの祖先とアジアゾウの祖先は、
700 万年前頃から別の進化を始めたこ
とがわかっています。これはヒトとチン
パンジーの祖先が分岐した年代と同じく

らいです。また、絶滅したゾウの仲間
と比べてみると、サバンナゾウとマルミ
ミゾウはあとで紹介する「ナウマンゾウ 
Palaeoloxodon naumanni」と系統関係
が近く、一方アジアゾウは、“冷凍マンモス”
で有名な「ケナガマンモス Mammuthus 
primigenius」と系統関係が近いことが知
られています（図３）。

サバンナゾウとマルミミゾウは外見の特
徴がとてもよく似ています。最近でも国内
の動物園でサバンナゾウとして飼われてい
た個体が、DNA 検査の結果マルミミゾウ
だと判明した事例もありました。 一方で、
アジアゾウとサバンナゾウの体を比べると
図 4 のように、違うところがたくさんあ
ります。 

					   
1 ※本展では弾誓の読みを「たんせい」に統一しました（五
来重「塔の峰本『弾誓上人絵詞伝』による弾誓の伝記と宗
教」（箱根町史編纂委員会編『箱根町史』第 3 巻、角川書店、
1984 年）による）。

図 3　今回登場するゾウの仲間の系統樹　（Meyer et al.2017 を参考に作成）　
（写真提供： 広島市安佐動物公園　復元画提供： ©Takumi）

図４　アジアゾウとサバンナゾウの違い
（写真提供： 広島市安佐動物公園）
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ゾウの鼻
ゾウの最も目立つ特徴といえば、童謡に

も歌われているようにあの長い鼻でしょ
う。正確に言うとゾウの“鼻”は、鼻と上
唇が長く伸びた器官です（図５）。鼻を口
の方へ巻いた時の内側になるのが上唇の部
分です。鼻の中には骨がなく、細長い筋肉
の束の中に２本の管が通っています。“鼻
の穴”からつながるこの管の中に５L 余り
の水を保持して、口の中へ運ぶことができ
ます。鼻の中には骨がないので、自由自在
に動かすことができ、重たい丸太を持ち上
げることも、豆粒のような小さなものをつ
かむこともできます。

実際の生活では、食べられそうなものを
鼻で触って匂いをかぎ、そのまま鼻先でつ
かんで口にいれます。便利な鼻のおかげで
とても効率的に木の根や草、果実、樹皮な
ど１日 100 kg 以上もの食べ物を摂取し、
あの巨体を維持しています。

ゾウの耳
とても大きい耳もゾウの体で目をひく器

官です。サバンナゾウの耳は三角形に近い
角張った形をしています。マルミミゾウの
耳はその名が示すように、サバンナゾウよ
りも縁が丸みをおびています（図６）。

この大きな耳は、体温調節に使われてい
るといわれています。動物園のゾウが耳を
バタバタと動かしているところを見たこと
がある方もいるのではないでしょうか。耳
には細い血管が網の目のように張りめぐら
されていて、全身から流れてきた血液を空
気にあてて、熱を逃がす仕組みです。

大きな体から効率よく熱を逃がすために
は、より大きな耳の方が都合が良いのです。
そのため気温の高いアフリカに住んでいる
サバンナゾウやマルミミゾウの耳はとても
大きく、アフリカよりも涼しいアジアに生
息するアジアゾウの耳は他の２種よりも小
さいです。

ゾウの歯
現在知られている一番大きな歯をもつ動

物が何かわかりますか？恐竜でもクジラで
もありません。それは、ゾウです。サバン
ナゾウの牙で最大のものは 3.5 m、絶滅し
たマンモスの仲間では５m にもなる牙の
化石が発見されています。 そもそも現生
ゾウの牙は、人間でいうと上顎の前歯にあ
たります。多くの動物の歯は、ある決まっ
た大きさになるとそれ以上は大きくなりま
せんが、ゾウの牙はネズミやウサギの前歯
のように一生伸び続けます。

図５　アジアゾウの鼻　
（画像提供： 長野市茶臼山動物園）

図 6　手前： マルミミゾウ、奥： サバンナゾウ　
（画像提供： 広島市安佐動物公園）
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ゾウの口の中の歯は臼歯といい、人間で
いうと奥歯にあたります。ゾウの臼歯には
種類の特徴があらわれていることが多く、
咬合面（噛み合わせの面）の形態によって、
絶滅したゾウの種分類をおこなってきまし
た（図７）。またゾウの歯は大きく、さら
に歯は体の中で最も丈夫な部分なので化石
として一番残りやすく発見もされやすいの
で、絶滅したゾウの研究にとってゾウの臼
歯はとても重要なのです。

ゾウの足
ゾウの巨体を支えている足にも注目して

みましょう。ゾウの骨格標本を見てみると、
前足も後足もつま先立ちをしていることが
わかります。もちろん指だけで全体重を支
えているわけではありません。指を立てて
できた足の後ろ側のスペースに、脂肪でで
きたクッションのようなものをもっていま
す（図８）。このクッションによって足の
裏全体が地面につくとともに、足にかかる
衝撃を和らげています。

またゾウは足の裏にある感覚受容器で地
面の振動を感じ取ることができ、数十 km
離れたエリアで降る雨音を聞き分けること
ができるといわれています。

２　長野にも野生のゾウがいた！
現在の長野市にはもちろん野生のゾウは

いません。しかしはるか昔、長野の地にも
野生のゾウがいたことが、発掘されたゾウ
の化石からわかっています。ここでは長野
市内で発見されている３種類のゾウについ
てご紹介します。

シンシュウゾウ Stegodon shinshuensis

約 500 万年前に日本列島に生息してい
たゾウの一種です。国内では、長野市と仙
台市の２か所で発見されています。長野
市で見つかった化石は、1970 年に中条で
地質調査をおこなっていた信州大学の学
生３人によって発見されました（図２）。
1979 年にこの化石は、ステゴロフォド
ン・シンシュウエンシス Stegolophodon 
shinshuensis（意味 : 信州産のステゴロ

図８　アジアゾウの前肢骨格と断面図

図７　ゾウの臼歯の咬合面の違い（写真）
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フォドン属）と命名されましたが、その後
の研究で属名がステゴドン Stegodon 属
へ改められました。ステゴドン属のゾウは、
現生のゾウたちの祖先と約 2000 万年前に
分岐し、アジア地域を中心に繁栄しました

（図３）。
さて、シンシュウゾウはどこからやって

来たのでしょうか ? その答えは“中国大
陸”にあります。中国北部ではシンシュウ
ゾウとよく似た種類の「ツダンスキーゾウ 
Stegodon zdanskyi」（図 9）というゾウ
が発見されています。ツダンスキーゾウは
肩までの高さが４m、牙の先から尾までの
長さが８m 近くあるとても大きなゾウで
す。このツダンスキーゾウが約 500 万年
前に当時陸続きだった日本列島へ大陸から
渡って来て、シンシュウゾウに進化したと
考えられています。 

 

ミエゾウ Stegodon miensis

約 400–300 万年前に日本列島に生息し
ていたゾウの一種で、シンシュウゾウから
進化した種類だと考えられています。シン
シュウゾウやツダンスキーゾウと同じステ
ゴドン属の仲間です。東北から九州まで日
本各地で化石が発見されており、三重県で
発見された下顎の化石をもとにその名が付
けられました。長野市内では戸隠と鬼無里
でミエゾウの化石が発見されています。

1983 年に戸隠川下で発見された下顎骨
の化石は非常に保存状態が良く、1994 年
に長野県天然記念物に指定されました（図
１）。発掘現場には記念碑とレリーフが設
置されています。

ミエゾウは肩までの高さが 3.6 m 程と、
祖先であるツダンスキーゾウと同じくらい
大きなゾウだったことがわかっています

（図 10）。また三重県では２m 近い牙の化
石が見つかっており、ねじれや曲がり方が
小さく、真っすぐ前方に伸びる長い牙を
もっていたことがわかっています。

ナウマンゾウ Palaeoloxodon naumanni

約 34–2.6 万年前に日本列島に生息して
いたパレオロクソドン属というゾウの一種
で、シンシュウゾウやミエゾウとは全く別
のグループのゾウです（図３）。ナウマンゾ
ウもまた、大陸と日本列島が東シナ海北部
から対馬海峡あたりでつながっていた時期
に、陸橋を渡って日本列島に住み着いたと
考えられています。ナウマンゾウは国内で
見つかるゾウ化石の中で一番数が多く、北
海道から九州まで日本各地で発見されてい
ます。特に長野県上水内郡信濃町の野尻湖
でのナウマンゾウ発掘が全国的に有名で、
市民参加型の発掘調査は今もなお続けられ
ており、1962 年の第１次湖底発掘から現
在まで、小さな破片も含めて 6000 点近い
ナウマンゾウの化石が発掘されています。

図 9　ツダンスキーゾウ復元図　©Takumi

図 10　ミエゾウ復元図　©Takumi
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さて、長野市内で見つかっているナウマ
ンゾウの化石は臼歯の破片１点のみです

（図 11）。この化石は、1970 年に西長野
の裾花川沿いの崖で地質調査をしていた信
州大学の学生が発見しました。

ナウマンゾウは大きいもので肩までの高
さが３m 程度で、現在のアジアゾウと同じ
くらいの大きさです。牙はねじれたり曲がっ
ていたりしているものが多く、最大で 2.4 
m の牙が発見されています。現在のゾウと
比べると、体の大きさの割に大きな牙を持っ
ていたことがわかっています（図 12）。

３　ゾウがいた頃の長野
長野の地に巨大なゾウたちが悠々と生き

ていたことは驚くべきことです。それぞれ
のゾウたちが暮らしていた時代の長野に
は、どのような世界が広がっていたので
しょうか。

シンシュウゾウ・ミエゾウがいた頃の長野
シンシュウゾウ、そしてミエゾウが長野

に生息していた約 500–300 万年前の長野
市にあたる地域は、ほとんどが海の底でし
た。同じ時代、長野周辺に堆積した地層か
らは、カイギュウやクジラ、貝など海の生
き物の化石がたくさん見つかっています。
貝化石の種類から、この長野の海は寒流が
流れ込む冷たい海で、岩場や砂浜、内湾や
河口が広がり、外海につながる深い海も
あったことがわかっています（図 13）。残
念ながらゾウたちが暮らしていた陸上の生
き物や植物の化石はあまり見つかっておら
ず、当時の陸上がどのような自然環境だっ
たのかは、これからの研究で明らかになっ
ていくことでしょう。

ナウマンゾウがいた頃の長野
ナウマンゾウが生息していた 10 〜数万

年前の長野の大地は、現在とほぼ同じ地形
となっていました。西長野のナウマンゾウ
化石が見つかった地層と同層準の花粉化石
を調べると、その当時は亜高山帯に近い寒
冷型の植生だったことがわかっています。

同じ時代の野尻湖周辺における自然環境
も花粉化石などによって推定されていま
す。それによると、落葉広葉樹の優勢な温
暖期と亜寒帯針葉樹の優勢な寒冷期が数百
～２、３千年の短い周期で繰り返してい
た環境だったようです。また年平均気温は

図 11　長野市産出ナウマンゾウ臼歯片化石の一部
（野尻湖ナウマンゾウ博物館蔵）と産出時のス
ケッチ（富沢、1979）

図 13　シンシュウゾウ・ミエゾウがいた頃の
　　　　　 長野の様子　　

図 12　ナウマンゾウ復元図　©Takumi
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５℃程度で冷涼な気候でしたが、最も温か
い月の気温は 20 ℃前後、最も寒い月の気
温は－ 10 ℃と気温は大きな幅で変動して
いたと考えられています。

野尻湖周辺からは動物の化石も多く発見
されています。ナウマンゾウが一番多く発
見されていますが、ヤベオオツノジカとい
う大型のシカ（図 14 左）もたくさん見つ
かっています。

野尻湖ではその他にも、ヒグマやヘラジ
カ、ウサギやネズミの仲間、鳥類などが見
つかっています。ヒグマは現在本州にはい
ませんし、ヘラジカは北アメリカ大陸や
ユーラシア大陸の高緯度地域に生息してい
ます。このような現在寒い地域に生息する
大型の動物たちも、当時の長野周辺に生息
していました。

４　ゾウたちはどこへ
現在、長野に野生のゾウはいません。シ

ンシュウゾウ、ミエゾウ、ナウマンゾウは
いつ頃どこへ消えてしまったのでしょうか。

シンシュウゾウとミエゾウ
「２　長野にも野生のゾウがいた！」で

ご紹介したとおり、シンシュウゾウはミエ
ゾウへ進化したと考えられています。生物
は自然環境が変化すると、その環境に適応

したものだけが生き残り（いわゆる進化）、
適応できなかったものは絶滅していきま
す。シンシュウゾウがミエゾウへと進化し
ていった 100 万年間で、どのような自然
環境の変化が起こったのかは未だ明らかに
なっていません。

シンシュウゾウから進化したミエゾウは
どうなったのでしょうか？ミエゾウが日本
列島に生息していた時代以降は、世界規模
で気候の寒冷化が進んでいきました。また、
大陸との接続が途切れるようになり、日本
列島が現在と同様、島

とうしょ

嶼となりました。こ
れらの環境変化に適応し、ミエゾウは「ア
ケ ボ ノ ゾ ウ Stegodon aurorae」 と い
うゾウに進化したと考えられています（図
15）。アケボノゾウは肩までの高さが２ｍ
程しかない小型のゾウで、約 200–100 万年
前の日本各地の地層から発見されています。

アケボノゾウはその後、地球規模でのさ
らなる寒冷化と著しい気候変動に適応でき
ず、絶滅してしまいます。

図 14　ナウマンゾウがいた頃の長野の様子　©Takumi

図 15　アケボノゾウ復元図　©Takumi
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ナウマンゾウ
ナウマンゾウが日本列島から姿を消した

時期は約 2.6 万年前と推定されています。
ナウマンゾウが絶滅した原因としては、地
球規模での気候の寒冷化とそれに伴う植生
の変化による影響や、狩猟や人口増加に伴
う大型獣の生息可能域の減少など、人類の
活動が影響したという説があります。野尻
湖では人類が作成したと推定される骨器

（動物の骨を材料とした道具）（図 16）が
いくつか見つかっているほか、解体のため
に人為的に割り砕かれたナウマンゾウやヤ
ベオオツノジカの骨（スパイラル剥片）と
考えられる化石も発見されています。

いずれにしても、生物の絶滅は何か一つ
の要因で起こるものではなく、様々な要因
が複合的に作用し最終的な絶滅へ至るもの
であり、ナウマンゾウ絶滅についても、今
後様々な資料を基にさらに検討が進められ
ていくことでしょう。

おわりに
今回は長野にいた古のゾウを端緒とし

て、ゾウという生き物と太古の長野の自然
環境をご紹介しました。かつての長野には、
今の自然環境からはとても想像できない野
生動物の世界が広がっていました。その中
でゾウという生き物は、どこにでもいる普
通の動物として長野に暮らしていました。　

企画展をご覧いただき、悠久の時を刻む
長野の大地とそこに生きたゾウたちについ
て思いを馳せてみてください。

（田村　遼）

図 16　骨器（野尻湖ナウマンゾウ博物館蔵）
左から「クリーヴァ―（ナタ状の道具）、スクレイパー

（皮剥ぎの道具）、ナイフ、尖頭器」


